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RDV-50R(レデューシングリリーフバルブ）

　　　　警告 ： システムの使用圧力は、システム内の最低定格
　　　　圧力部品の、定格圧力を超えないようにしてください。圧力計
をシステムに取り付けて、使用圧力を確認してください。システム
内の圧力の監視は各自が行ってください。

製品の取り付け、取り外し時の注意事項
　　　　　注意 ： 取り付け、取り外し、配管、配線などの作業は、
　　　　　専門知識のある方が行ってください。
　　　　　（油圧調整技能士２級程度）
　　　　　注意 ： 作業を行う際には必ず装置の電源を切り、電動機、
　　　　　エンジンなどが停止したことを確認してください。また、油圧
配管内の圧力が「0」圧であることを確認してください。
　　　　　注意 ： 取付穴、取付面を清浄な状態にしてください。
　　　　　ボルトの締め付け不良、シールの破損により、破損、油漏
れなどを起こす恐れがあります。
　　　　　注意 ： 製品を取り付ける時は、必ず規定のボルトを使用
　　　　　し、規定のトルクで締め付けてください。規定外の取付を
すると、作動不良、破損、油漏れなどを起こすことがありますの
で注意してください。

運転時の注意事項
　　　　　　　 危険 ： 操作中は、人身事故を防止するため、シリンダ
                やシリンダで負荷を受けている物から手足を離して
ください。
　　　　　危険 ： 爆発または燃焼する危険のある雰囲気の中で　　
　　　　　は絶対に使用しないでください。
　　　　　警告 ： 異常（異音 ・ 油漏れ ・ 煙など）が発生した場合
　　　　　は直ちに運転を停止し、必要な処置を講じてください。破損、
火災けがなどの恐れがあります。
　　　　　注意 ： 初めて装置を運転する場合は油圧回路、及び
　　　　　締付部に緩みがないことを確認した上で運転してください。
　　　　　注意 ： 製品はカタログ、図面、仕様表などに記載された
　　　　　仕様以外で使用しないでください。

　　　　　注意 ： 作動油はエナパック純正作動油、または ISO 規格

　　　　　VG32 相当品 ・ 耐摩耗性油圧作動油（鉱物性作動油）

をご使用ください。

本製品の修理部品表はエナパックのウェブサイト http://www.enerpac.co.jp、
最寄りの指定エナパックサービスセンター、またはエナパック営業所で
入手することができます。

1.0 納品時の重要指示
全ての部品に運送中の損傷がないか目視で確かめてください。
運送中の損傷は保証されません。運送中の損傷が見つかった
場合、すぐに運送業者に連絡してください。運送中に生じた損傷
については、運送業者が修理費や交換費を全て負担します。

2.0 安全事項
              指示、警告、注意は必ずよくお読みください。安全
　　　　　　　  注意事項に従って、システム操作中に人身事故や
　　　　　　    器物破損が起こらないようにしてください。エナパック
は、瑕疵のある不安全な製品の使用、保守の不足、製品及び、
システムの不正な操作から生じる、損傷や怪我には責任を負い
ません。安全注意事項及び操作に関して疑問点があれば、
エナパックまでお問い合わせください。高圧油圧に関する訓練を
受けたことがない場合、エナパックが提供しています、商品の
取扱説明書を必ず機器を使用する前に読んでください。以下の
注意及び警告に従わない場合、装置の破損や人身事故の原因
となる恐れがあります。

関連法規についての注意
当該製品を安全にご使用いただくために、本取扱説明書を充分
ご理解いただくとともに、下記関連規格の安全に関する法規類
を必ず遵守の上、お取扱いください。
Ĭ高圧ガス取締法 ĭ労働安全衛生法 Į消防法 į防爆等級

警告サインの定義
注意は、装置やその他器物の破損を防止するための、適正な
操作や保守手順を示す場合に使われます。
警告は、人身事故を予防するために、適正な手順や心得が必要
な、潜在的な危険性を示します。
危険は、重傷や死亡事故の原因となる恐れがある禁止行為、また
は必須行為を示します。

製品を取り扱うときの注意事項
　　　     警告 ： 油圧機器を取り扱う際は、適切な保護用具を装　
　　　　 　着してください。
　　　     警告 ： 油圧によって支える荷物は整理整頓しておいて
　　　　   ください。シリンダを荷揚のために利用する場合、絶対に
荷重保持には使用しないでください。荷物を揚げ降ろした後は、
必ず荷重に十分に耐えれるブロックや固定物で受けてください。
　　　　　　警告 ： 荷物の保持には、必ず頑丈なものを使用してく
　　　　　　ださい。荷物を支持可能なスチール製、または木製
のブロックを慎重に選んでください。どのような荷揚またはプレス
作業であっても、シリンダを詰め木やスペーサーとして使用しない
でください。
　　　　　　注意 ： 製品に乗ったり、叩いたり、落としたり、外力を加
　　　　　　えたりしないでください。作動不良、破損、油漏れなどを
起こすことがあります。
　　　　　　警告 ： 装置の定格を超えないようにしてください。
　　　　　　シリンダの能力を超える重量の荷揚は絶対に行わな
いでください。過荷重は装置の故障や場合によっては、人身事故
の原因となります。

取 扱 説 明 書
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Ĭ

ĭ

Ĭ

任意

  1 回転当たり 3.1MPa

　注意 1         外付けのチェックバルブは A           　P の最大流量を大きく超える

                            場合やサージ圧力や脈動が起こりえる油圧装置に推奨します。

　圧力を調整する場合には、必ず圧力計を用いて調整してください。上記は 1 回転

　当りの圧力変化量を表します。この数値を参考に大まかな圧力が設定できます。

　　　　　　　　   エナパック純正作動油（鉱物性作動油）
　　　　　　　　   ISOVG32 相当品 耐摩耗性油圧作動油

               粘度範囲　　約  4 ～ 1500mm2/s
               推奨範囲　　約 10 ～ 500mm2/s

   設定圧力に対して ±1MPa

　　　　　　　注意 ： 油圧装置は火気や熱源から離してください。

　　　　　　熱が原因で、パッキンやシールが硬化して、油漏れが
生じたり、熱でホースが破損します。油圧装置を摂氏 65°以上

の温度環境で使用しないでください。

保守 ・ 保管上の注意事項
　　　　　注意 ： お客様による製品の改造は、絶対にしないでく
　　　　　ださい。
　　　　　注意 ： 資格を持った油圧技術者以外は、製品の点検
　　　　　修理を行わないでください。点検修理については、お近く
のエナパック指定サービスショップにご連絡ください。
　　　　　警告 ： 摩耗したり損傷した部品は、直ちにエナパックの
        　純正部品と交換してください。市販の標準部品は、破損
して人身事故や器物破損の原因となる場合があります。
3.0　RDV-50R ( レデューシングリリーフバルブ） 取扱説明

3.1　本製品を取り扱っていただく方
本製品は油圧 ・ 電気に関する基礎知識のある方、またはその
指導のもとに取り扱ってください。

3.2　特徴
Ĭ応答性のよい直動形の減圧弁です。
ĭ二次側圧力を一次側圧力より低い圧力に設定できます。
  また、一次側圧力の変化にかかわらず、二次側圧力を一定に保
  つことができます。（減圧範囲は一次側圧力により変化します）
Į減圧時には回路が閉じられて、バルブやドレンポート（R）からの
  リークがありません。
į吐出量の少ない油圧ポンプで、複数のシリンダを異なる圧力
  で使用するために最適なバルブです。
İ二次側圧力が設定より上昇したり、シリンダに過負荷が生じた
  場合は、バルブ内の安全弁が作動してドレンポート（R）から油
  が戻り、設定圧力まで制御されます。

3.3　圧力調整
使用条件により圧力の調整を行う場合は、下図を参考にして行
ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　ロックナット ĭを緩め、圧力調整ネジĬ
　　　　　　　　　　　　　　　を回すことによって、任意の圧力に調整
　　　　　　　　　　　　　　　することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　Ĭ を右に回せば圧力は昇圧します。

　　　　　　　　　　　　　　　Ĭ を左に回せば圧力は降圧します。
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　圧力調整は、必ず圧力計を見ながら
　　　　　　　　　　　　　　　調整してください。調整が終わりました
　　　　　　　　　　　　　　ら、必ずロックナット ĭを閉めてください。

　　　　　　　　　　　　　　　圧力調整ネジĬの１回転当りの圧力
　　　　　　　　　　　　　　　変化量は約 3.1MPa程度です。

4.0　基本仕様

4.1 仕様表

注意 1  4.3　圧力特性曲線・シンボルを参照

4.2　二次側圧力 (A)- 流量（Q      A）特性曲線

設定圧力は P         A への流量が 0L/min の時の数値です。
安全バルブの圧力はレデューシング圧力を設定するだけで、同一
の圧力に設定できます。流量が Q＞0 の場合、アクチュエータ
はまだ動いている状態にあり、安全バルブ圧力よりレデューシング
圧力が               線のように僅かに低くなります。二次側圧力が
上昇すれば         線の二次側圧力で安全バルブが開き、
R ポートへリターンします。

4.3　圧損特性曲線 ・ シンボル
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  P（一次側ポート）
  A（二次側ポート）

  R（ドレンポート）

  P       A
  A       P
  A       Rmax
  P       A
  A       P

  
  

  

  
   
   作動油　0 ～ 55℃
   1.8kg

  50MPa  (Max)
  1.8 ～ 38MPa
  2MPa 以下

  6 ℓ/min
  25 ℓ/min
  特性曲線を参照

  二次圧制御
  P 開放時のみ逆流

  

  

 使用圧力

 最大流量

 流れ方向

 取付方向
 圧力調整

 

 作動油

 

 制御精度
 温度

 質量
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Enerpac Worldwide Locations

Une division d’ ACTUANT France S.A.S.

Enerpac Hydraulics (India) Pvt.Ltd.
Tel: +91 80 3928 9000

Southeast Asia,Hong Kong and Taiwan
Actuant Asia Pte Ltd.
Tel: +65 68 63 0611 - Fax: +65 64 84 5669
Toll Free: +1800 363 7722

Tel: +971 4 8872686 - Fax: +971 4 8872687

Tel: +44 1670 5016 50 - Fax: +44 1670 5016 51

Tel: +46 (0) 771 415000

Tel: 0027 (0) 12 940 0656

Enerpac Co. ,Ltd

                                                                                                                      Japan Web サイト

● この取扱説明書の内容は、予告なく変更されることがありますのでご
   了承ください。

info@enerpac.co.jp
TEL.048-662-4911（代表）　FAX.048-662-4955

カスタマーサービス部
エナパック株式会社


